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Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
春
闘
交
渉

は
、
２
月
22
日
に
１
回
目
の

団
体
交
渉
を
実
施
。
組
合
は
、

「
経
営
環
境
は
厳
し
い
も
の

の
黒
字
決
算
見
込
み
が
発
表

さ
れ
る
な
ど
、
明
る
い
兆
し

も
見
え
つ
つ
あ
る
。
こ
の
成

果
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、

組
合
員
が
会
社
を
信
じ
、
ひ

た
む
き
に
業
務
に
取
り
組
ん

だ
努
力
の
賜
物
」
と
主
張
す

る
と
と
も
に
、
「
昨
春
闘
で

賃
金
改
善
が
図
ら
れ
た
も
の

の
、
物
価
高
騰
の
波
に
賃
金

が
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
可

処
分
所
得
は
実
質
低
下
し
て

い
る
。
今
後
も
社
会
的
使
命

を
果
た
す
た
め
に
は
、
優
秀

な
『
人
財
の
確
保
・
定
着
』

が
必
須
。
『
未
来
づ
く
り
春

闘
』
の
意
義
を
理
解
し
、
継

続
的
な
『
人
へ
の
投
資
』
を

行
う
べ
き
」
と
要
請
。
ま
た
、

定
期
本
部
委
員
会
で
の
発
言

等
を
受
け
、
「
３
年
半
に
亘

る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
運
休

を
出
さ
な
か
っ
た
等
、
組
合

員
の
努
力
を
最
大
限
評
価
す

べ
き
」
と
し
て
、
一
時
金
の

支
払
い
を
要
求
し
た
。

３
月
４
日
に
行
っ
た
２
回

目
の
団
体
交
渉
に
お
い
て
も
、

「
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
今
こ

そ
人
財
の
必
要
性
に
つ
い
て

会
社
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
す
べ
き
」
と
し
て
改
め

て
「
継
続
的
な
人
財
へ
の
投

資
」
の
必
要
性
を
強
く
訴
え

た
。迎

え
た
３
月
15
日
の
３
回

目
の
交
渉
に
お
い
て
、
定
期

昇
給
完
全
実
施
を
引
き
出
す

と
と
も
に
、
昨
年
に
続
き
、

賃
金
改
善
と
し
て
ベ
ア
３
，

０
０
０
円
を
勝
ち
取
っ
た
ほ

か
、
若
年
層
の
賃
金
水
準
改

善
、
寮
費
の
見
直
し
等
の
制

度
改
善
を
引
き
出
し
た
。
あ

わ
せ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
労
苦

に
報
い
る
と
し
て
、
一
時
金

の
支
給
も
引
き
出
し
た
。
回

答
に
際
し
会
社
か
ら
は
「
経

営
環
境
は
今
後
も
不
透
明
な

見
通
し
だ
が
、
当
社
は
四
国

に
お
け
る
基
幹
的
公
共
輸
送

機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
く
社
会
的
使
命
が
あ

り
、
安
定
的
な
人
材
の
確
保
・

定
着
、
従
業
員
が
生
き
生
き

と
働
け
る
職
場
づ
く
り
が
極

め
て
重
要
」
と
述
べ
、
「
コ

ロ
ナ
禍
で
も
、
従
業
員
一
人

ひ
と
り
が
安
全
・
安
定
輸
送

や
業
務
運
営
の
継
続
に
努
め

た
点
や
、
諸
施
策
に
対
す
る

協
力
な
ど
も
最
大
限
考
慮
し

た
」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

加
え
て
一
時
金
の
支
払
い
に

つ
い
て
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
前
例
の
な
い
状
況
下
で

も
従
業
員
一
人
ひ
と
り
の
努

力
と
協
力
の
も
と
、
そ
の
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
て
き
た
。

こ
の
間
の
奮
闘
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
中
期
経
営
計
画

達
成
等
に
向
け
引
き
続
き
の

協
力
を
期
待
す
る
」
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。

組
合
は
、
今
春
闘
に
お
い

て
も
非
常
に
厳
し
い
交
渉
を

強
い
ら
れ
た
が
、
離
職
が
続

く
中
、
組
合
員
の
日
々
の
奮

闘
を
強
く
訴
え
た
結
果
と
し

て
、
２
年
連
続
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
や
、
若
年
層
の
賃
金
水
準

改
善
、
一
時
金
の
支
払
い
等
、

複
数
の
項
目
で
賃
金
改
善
が

実
現
で
き
た
こ
と
を
評
価
す

る
と
と
も
に
、
収
入
は
回
復

基
調
に
あ
る
も
、
未
だ
厳
し

い
経
営
環
境
に
置
か
れ
る
会

社
の
現
時
点
で
の
最
大
限
の

回
答
と
判
断
し
妥
結
し
た
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
ニ
ュ
ー
ス
№
21
～
23
参
照
）

【【
ジジ
ェェ
イイ
アア
ーー
ルル
四四
国国
ババ
スス
】】

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

と
の
春
闘
交
渉
は
、
２
月
22

日
に
１
回
目
の
交
渉
を
実
施
。

組
合
は
「
期
末
決
算
に
お
い

て
、
事
業
計
画
の
目
標
達
成

は
『
射
程
内
』
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
は
少
な
い
人

員
で
各
種
施
策
へ
理
解
・
協

力
し
、
安
全
・
安
心
輸
送
の

継
続
に
努
め
た
成
果
で
あ
り
、

組
合
員
の
奮
闘
以
外
の
何
も

の
で
も
な
い
」
と
指
摘
し
、

「
物
価
高
騰
の
影
響
は
組
合

員
・
家
族
の
生
活
に
も
及
ぶ

一
方
で
、
会
社
発
足
以
来
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
ず
、

相
対
的
に
賃
金
水
準
が
下
落

し
続
け
て
い
る
。
人
手
不
足

が
社
会
問
題
化
す
る
中
、
退

職
者
も
相
次
ぎ
定
期
運
行
へ

の
影
響
も
危
惧
さ
れ
る
今
こ

そ
、
『
人
財
』
た
る
組
合
員

へ
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込

め
た
誠
意
あ
る
回
答
を
求
め

る
」
と
強
く
要
請
し
た
。
３

月
１
日
に
行
っ
た
２
回
目
の

交
渉
に
お
い
て
会
社
は
「
今

年
度
は
営
業
損
益
ベ
ー
ス
で

何
と
か
黒
字
が
見
込
ま
れ
る

状
況
に
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
ダ
メ
ー
ジ
の
蓄
積

は
大
き
く
、
今
後
も
含
め
て

安
定
的
な
健
全
経
営
の
継
続

が
課
題
。
賃
金
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
課

題
と
長
期
的
な
賃
金
水
準
の

向
上
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
両
立

が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
行

政
処
分
が
年
度
内
に
２
回
下

さ
れ
る
な
ど
、
安
全
・
安
心

輸
送
の
継
続
に
は
労
使
を
上

げ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」

と
、
今
後
の
見
通
し
と
現
状

を
説
明
し
、
組
合
の
要
求
主

旨
も
踏
ま
え
た
上
で
、
将
来

に
向
け
た
人
財
確
保
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
と
の
考
え

を
示
し
た
。

交
渉
は
難
航
し
た
が
、
組

合
員
の
想
い
を
粘
り
強
く
訴

え
続
け
た
結
果
、
会
社
発
足

以
来
初
め
て
と
な
る
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
を
獲
得
す
る
と
と
も

に
、
定
期
昇
給
の
完
全
実
施
、

55
歳
以
降
の
基
本
給
水
準
改

善
、
契
約
社
員
か
ら
社
員
登

用
時
の
逆
転
現
象
解
消
に
資

す
る
調
整
手
当
の
新
設
な
ど

複
数
項
目
の
改
善
を
実
現
し

た
。
ベ
ア
の
実
現
と
と
も
に
、

長
き
に
亘
り
強
く
訴
え
続
け

て
き
た
課
題
に
対
し
て
大

き
な
前
進
が
図
ら
れ
た
点

を
踏
ま
え
、
定
期
便
の
運

休
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ほ

ど
の
要
員
不
足
の
中
で
、

営
業
損
益
ベ
ー
ス
で
安
定

的
に
黒
字
を
計
上
で
き
る

経
営
を
目
指
す
状
況
下
に

お
い
て
、
会
社
と
し
て
精

一
杯
の
回
答
と
判
断
し
妥

結
し
た
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
自
動
車
支
部
ニ
ュ
ー

ス
№
９
～
12
を
参
照
）

中期経営計画２０２５の達成にむけた正念場の一年
人財の確保・定着を通じ、安全・安定・安心輸送の確立、

持続可能なJR四国グループを創り上げよう！

ＪＲ四国労組は昨年７月の大会で決定したスローガン「団結 創造 実践
新たな局面を迎えたコロナ禍を乗り越え 『ユニオンビジョン２０２３』の前
進を図り さらなる組合員・家族の幸せを実現しよう！！」のもと、運動方針
の３本柱である『安全・安定・安心輸送の確立』『組織の強化・拡大』『労働
条件の改善』を中心に、積極果敢に活動を展開してきました。

２０２３年度は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が季節性イ
ンフルエンザと同等の５類相当へ引き下げられたことにより、３年以上続いた
コロナ禍による危機的経営状況から脱することができた１年といえます。一方、
若手・中堅層を中心とした離職拡大が最大の経営課題となっており、労使一丸
となり人財確保・定着に全力で取り組まなければ、安全・安定・安心輸送をは
じめとする事業運営に支障を来たしかねないという、新たな危機を迎えていま
す。２０２４年度においても「ユニオンビジョン２０２３・私たちが考える
『持続可能なＪＲ四国グループをつくる人財確保』～誇りを持ち安心して働き
続けることのできる環境づくりに向けて～」の実現に向け、諸活動を通じて前
進させていく考えですが、スピード感を重視し、タイムリー且つ効果的な取り
組みが求められていることを意識しながら、とりわけ２０２３春闘から続く賃
金改善を一層積み上げ、働きがいを実感できることが重要だと考えます。

以上の認識のもと、ＪＲ四国労組は、ＪＲ四国及びジェイアール四国バスの
責任組合として雇用と生活を守ることを念頭に、組合員とその家族の幸せ実現
に向けて取り組む決意です。そして、そのためにも、ＪＲ四国グループ２０２
４年度事業計画の営業収益５３２億円、鉄道運輸収入２２６億円を確保すべく、
グループ一体となった営業施策の推進に貢献するとともに、「四国再発見増収
キャンペーン」「利用促進キャンペーン」の積極的な参加に向け、全組合員が
一丸となって取り組むことを要請します。

２０２４年４月１日
四国旅客鉄道労働組合

２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争
妥
結
!!

ＪＪＲＲ四四国国

◇
昨
年
に
続
く
賃
金
改
善
！
ベ
ア

３
，
０
０
０
円
獲
得
！

◇
若
年
層
の
賃
金
改
善
！

１
～
５
号
俸
積
み
増
し
！

◇
コ
ロ
ナ
禍
の
労
苦
に
報
い
る
！

一
時
金
15
万
円
支
給
！

◇
会
社
発
足
以
来
初
！
職
能
給
ベ
ア

２
，
５
０
０
円
獲
得
！

◇
55
～
59
歳
年
齢
給
ベ
ア

最
大
５
，
０
０
０
円
獲
得
！

◇
乗
務
員
の
調
整
手
当
新
設
！

ｼｼﾞ゙ｪｪｲｲｱｱｰーﾙﾙ
四四国国ﾊﾊﾞ゙ｽｽ

【【 ＪＪ ＲＲ 四四 国国 ・・ 回回 答答 】】

◆定期昇給実施！
◆昨昨年年にに続続くく賃金改善！ベベアア33,,000000円円！
◆初任給及び若年層の基本給

１１号号俸俸～～５５号号俸俸積積みみ増増しし！！
◆エキスパート組合員の保保障障給給33,,000000円円引引きき上上げげ！
◆準組合員の基基本本賃賃金金改改善善（（一一律律））

・パートナー社員1,600円
・サポーター社員10円

◆契約社員（サポーター社員、駅及びワープ支店
勤務者等）の基基本本賃賃金金ををＳＳラランンククにに統統一一！

◆寮寮費費のの見見直直しし（引き下げ）を実施！
◆カカムムババッックク制制度度の創設！

◆コロナ禍の労苦に報いる一時金として

組組合合員員1155万万円円・・準準組組合合員員５５万万円円支支払払いい！

【【 ジジ ェェ イイ アア ーー ルル 四四 国国 ババ スス ・・ 回回 答答】】
◆定期昇給完全実施！
◆会社発足以来初の賃金改善！ベベアア（（職職能能給給））22,,550000円円！
◆5555～～5599歳歳の組合員の賃金改善！ベア（年齢給）

11,,000000円円～～55,,000000円円引引きき上上げげ！！
◆乗乗務務員員のの調調整整手手当当の新設！
◆再再雇雇用用契契約約社社員員のの賃賃金金改改善善！

・月給社員一律2,500円
・時給社員一律10円

◆契契約約社社員員のの賃賃金金改改善善！

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
４
月
１
日
に
入
社
し
た
新
規
採

用
者
へ
の
加
入
行
動
を
実
施
。
Ｊ
Ｒ
四
国
で
は
、
新
入

社
員
１
０
２
名
が
新
た
に
仲
間
に
加
わ
っ
た
。

ま
た
、
４
月
１
日
に
は
契
約
社
員
車
掌
17
名
が
、
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
に
お
い
て
は
４
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ

社
員
登
用
さ
れ
、
組
合
員
と
し
て
新
た
に
活
動
を
共
に

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
配
属
さ
れ
る
支
部
・
分
会
・
青
年
女
性
会
議
役

員
に
お
い
て
は
、
環
境
の
変
化
に
直
面
す
る
新
入
組
合

員
の
支
援
に
つ
い
て
協
力
を
要
請
す
る
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の
強
固
な
団
結
力
を
発
揮
し
、
労
働

組
合
の
強
み
で
あ
る
横
の
つ
な
が
り
を
も
っ
て
、
未
来

あ
る
新
入
組
合
員
の
活
躍
を
後
押
し
し
よ
う
！

新入社員１０２名が加入！
契約社員車掌１７名が社員登用！

〈〈 ＪＪＲＲ 四四 国国 〉〉

〈〈ジジ ェェ イイ アア ーー ルル 四四 国国 ババ スス 〉〉

契約社員４名が社員登用！

入
社
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
皆
さ
ん
を
歓
迎
し
ま
す
！

と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

大谷　 清
和田 庄平
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本
部
青
年
女
性
会
議
は
、

２
月
23
日
（
金
）
香
川
県
社

会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
高

松
市
）
に
て
、
「
第
30
回
レ

デ
ィ
ー
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
開
催
し
、
四
国
各
地
か
ら

合
計
21
名
の
女
性
組
合
員
が

参
加
し
た
。

参
加
者
は
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
と
し
て
、
４
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
お
互
い
を
紹

介
し
あ
う
「
他
己
紹
介
」
を

行
っ
た
後
、
四
国
労
働
金
庫

か
ら
講
師
を
招
き
、
マ
ネ
ー

プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。

「
こ
れ
か
ら
ど
れ
く
ら
い
の

お
金
が
必
要
に
な
る
か
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
資
産

運
用
の
考
え
方
や
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は

実
施
で
き
な
か
っ
た
「
お
菓

子
作
り
」
を
５
年
ぶ
り
に
行

い
、
ス
コ
ー
ン
や
マ
フ
ィ
ン

な
ど
を
グ
ル
ー
プ
毎
に
作
成

し
た
。
お
菓
子
作
り
経
験
の

有
無
を
問
わ
ず
グ
ル
ー
プ
で

協
力
し
、
美
味
し
そ
う
な
お

菓
子
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。

最
後
に
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、

「
私
達
と
働
く
仲
間
を
増
や

す
た
め
に
は
？
」
「
５
年
後
、

10
年
後
の
な
り
た
い
姿
と
は
？
」

の
２
つ
の
テ
ー
マ
で
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
魅
力
的
な
職

場
作
り
の
た
め
に
、
制
度
面

に
つ
い
て
勉
強
を
深
め
る
と

と
も
に
、
女
性
の
視
点
で
意

見
交
換
を
行
う
必
要
性
を
認

識
し
た
う
え
で
、
自
分
の
仕

事
に
誇
り
を
持
っ
て
働
き
た

い
と
の
想
い
を
皆
で
共
有
し

た
。Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
は
、
男

女
平
等
参
画
の
取
り
組
み
を

推
進
し
、
今
後
も
男
女
が
と

も
に
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
く
。

（
詳
細
は
「
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

No.
４
０
４
」
参
照
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
！

高
知
管
理
駅
分
会
で
は

１
月
23
日
に
高
知
東
部
総

合
運
動
場
に
て
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ

ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
プ
レ
ー

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
経

験
者
、
初
心
者
を
問
わ
ず

声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
楽

し
く
プ
レ
ー
が
で
き
、
組

合
員
の
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。
今
後
も
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
活
用
し
組
合
員

の
団
結
を
深
め
、
よ
り
良

い
組
織
を
作
れ
る
よ
う
努

め
ま
す
。

高
知
管
理
駅
分
会

岩
佐

大
瑚

２
０
２
４
金
刀
比
羅
宮
参
拝
・

分
会
新
春
団
結
旗
開
き

多
度
津
運
転
区
分
会
で

は
、
年
頭
の
恒
例
行
事
で

あ
る
「
金
刀
比
羅
宮
安
全

祈
願
」
、
「
多
度
津
運
転

区
分
会
新
春
団
結
旗
開
き
」

を
１
月
31
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

金
比
羅
宮
参
拝
で
は
天

候
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

な
ん
と
か
持
ち
堪
え
、
参

加
し
た
組
合
員
は
互
い
に

声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
階

段
を
上
が
り
、
頂
上
で
は

今
年
一
年
の
「
作
業
安
全
」

の
ご
祈
禱
を
う
け
、
分
会

に
結
集
す
る
全
て
の
組
合

員
の
無
事
故
と
無
病
息
災

を
祈
願
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
４
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
新
春
団
結
旗
開
き

で
は
中
川
分
会
長
の
挨
拶
・

決
意
表
明
で
始
ま
り
、
順

次
来
賓
の
方
々
の
ご
挨
拶

を
頂
い
た
後
、
懇
親
会
へ

と
移
り
ま
し
た
。
32
名
の

参
加
者
は
、
料
理
と
お
酒

を
堪
能
し
な
が
ら
、
お
互

い
に
親
睦
を
深
め
、
分
会

組
織
の
団
結
力
を
高
め
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
も
、
組
織
の
強
化

と
活
性
化
に
向
け
た
行
事
・

サ
ー
ク
ル
活
動
に
区
員
一

丸
と
な
っ
て
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

多
度
津
運
転
区
分
会

山
本

剛

支
部
主
催
レ
ク
に
45
名
参
加
！

２
月
21
日(

水)

に
本
社

支
部
主
催
の
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
規
模
を
縮
小
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

従
来
の
規
模
に
戻
し
、
14

チ
ー
ム
56
名
で
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

異
常
時
対
応
等
と
重
な
り

45
名
の
参
加
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。
景
品
も
用
意
し

て
い
た
た
め
白
熱
し
、
ま

た
個
人
賞
争
い
も
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

レ
ー
ン
の
編
制
を
普
段

交
流
の
少
な
い
分
会
同
士

並
べ
る
構
成
と
し
た
た
め
、

横
の
つ
な
が
り
を
新
た
に

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
他
分

会
の
組
合
員
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
機

会
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、

今
後
も
各
分
会
の
混
合
レ

ク
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

組
合
員
同
士
の
気
軽
に

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
な
の

で
今
後
も
継
続
し
て
開
催

し
て
い
き
ま
す
。

本
社
支
部

岡
部

新

支部青女対抗ソフトボール
大会開催について

日時 ２０２４年５月１７日(金)
１３：００集合

場所 香川県青年センター野外活動場
高松市国分寺町国分1009
（国分駅徒歩すぐ）

対象者 各支部１２名以内
青年女性組合員

※詳しくは
JR四国労組発第７２号参照
お申込は各支部青女議長まで！！

３
月
７
日
（
木
）
13
時
30

分
よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室

に
て
第
７
回
本
部
執
行
委
員

会
を
開
催
し
た
。

な
お
、
開
催
に
あ
た
っ

て
は
、
本
体
制
に
な
っ
て

２
回
目
と
な
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形

式
を
活
用
し
た
開
催
方
式

を
と
っ
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
第
37
回
定
期
本
部
委
員
会
）

（
経
営
協
議
会
）

・
効
率
化
施
策(

Ｊ
Ｒ
四
国)

（
業
務
）

・
「
本
四
備
讃
線
運
搬
台
車

の
列
車
衝
突
」
に
つ
い
て

・
Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
人
財
確
保

に
向
け
た
意
見
交
換
会

（
団
交
）

・
２
０
２
４
春
闘

（
教
育
）

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
（
徳
島
）

（
共
闘
）

・
Ｊ
Ｒ
連
合
四
国
地
協
第
32

回
定
期
委
員
会

・
春
季
生
活
闘
争
討
論
集
会

・
中
央
交
運
労
協
・

地
方
代
表
者
会
議

（
県
協
定
期
委
員
会
・

春
闘
討
論
集
会
）

・
香
川
、
愛
媛
、
高
知
、
徳
島

（
青
女
）

・
冬
レ
ク
（
大
運
動
会
）

・
レ
デ
ィ
ー
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
部
会
定
期
委
員
会
）

・
事
業
開
発
部
会
、
営
業
部
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
産
業
政
策
委
員
会

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
第
36
回
中
央
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡

会
春
闘
総
決
起
集
会

・
グ
ル
ー
プ
労
組
安
全

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
議
事
】

①
36
協
定
等
の
妥
結
承
認
に

つ
い
て

②
営
業
施
策
に
関
す
る
付
議

に
つ
い
て

③
ダ
イ
ヤ
改
正
に
関
す
る
諸

問
題
の
集
約
に
つ
い
て

④
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
第
43
回
定

期
大
会
の
招
集
に
つ
い
て

⑤
２
０
２
４
年
度
新
規
採
用

者
の
全
員
加
入
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

⑥
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑦
そ
の
他

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

本

社

支

部

zoomによるWEB形式での開催

第
７
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

第
30
回
レ
デ
ィ
ー
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催
！

３
月
21
日
（
木
）
14
時

30
分
よ
り
、
本
部
１
階
会

議
室
に
て
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

退
職
者
連
絡
会
第
18
回
臨

時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
清

水
会
長
を
含
む
役
員
及
び

委
員
総
勢
15
名
が
出
席
し

た
。本

総
会
は
、
重
松
委
員

（
愛
媛
支
部
）
を
議
長
に

選
出
し
た
後
、
事
務
局
か

ら
経
過
報
告
並
び
に
「
退

職
者
連
絡
会
規
約
」
「
支

部
運
営
規
則
」
の
改
正
、

能
登
半
島
地
震
に
対
す
る

「
緊
急
カ
ン
パ
」
等
の
提

起
を
受
け
た
。

規
約
改
正
に
つ
い
て
は
、

今
後
退
職
者
連
絡
会
が
よ

り
機
動
的
な
運
営
が
可
能

と
な
る
よ
う
な
体
制
を
構

築
す
る
と
と
も
に
、
退
職

者
連
絡
会
へ
の
加
入
要
件

の
整
理
を
行
う
こ
と
を
念

頭
に
お
い
て
お
り
、
出
席

委
員
か
ら
は
規
約
の
改
正

に
関
す
る
考
え
方
を
補
強

す
る
意
見
が
出
る
と
と
も

に
今
後
の
退
職
者
連
絡
会

運
営
の
た
め
の
意
見
が
活

発
に
交
わ
さ
れ
た
。

す
べ
て
の
議
案
は
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
る
と
と

も
に
、
退
職
者
連
絡
会
の

活
性
化
に
向
け
、
次
回
の

総
会
で
も
引
き
続
き
検
討

す
る
方
向
性
が
確
認
さ
れ

た
。

退
職
者
連
絡
会
第
18
回
臨
時
総
会
開
催

高
知
管
理
駅
分
会

多
度
津
運
転
区
分
会

女
性
組
合
員
21
名
が

高
松
に
集
結
！

久々のお菓子作りに挑戦！

退職者連絡会規約改正等について議論

ＪＪＲＲ四四国国労労組組第第44３３回回定定期期大大会会
のの開開催催ににつついいてて（（告告示示））

四国旅客鉄道労働組合規約第18条及び
第19条に基づき、第43回定期大会を下記
のとおり招集します。

記

１ 日時
2024年7月5日(金) 10:30-17:00

２ 場所
ＪＲホテルクレメント高松

３ 議題
（1） 2024年度運動方針（案）
（2） 2024年度財政方針（案）
（3） その他

２０２４年３月７日
四国旅客鉄道労働組合

ＪＲ私傷病共済は、全国のＪＲ連合組合員が会
員となって運営されている互助制度です。会員が
私傷病で欠勤し、賃金が減額された際、減収分を
補い、家族の生活をサポートします。
２０２２年度（2022.8～2023.7）は、３９３名

の加入者に対し、２１，６２３，０００円の傷病
見舞金を支給しました。
組合員の安心とＪＲ私傷病共済の健全で安定し

た運営に向けて、新規加入及び増口（１口→２口）
の取り組みをよろしくお願いします。

掛金は

［［１１口口：：年年間間掛掛金金 ４４，，００００００円円］］
［［２２口口：：年年間間掛掛金金 ８８，，００００００円円］］
から選択できます。詳細は各支部まで。


